


一

万
国
郵
便
連
合
一
般
規
則
の
第
一
追
加
議
定
書

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
お
い
て
大
会
議
と
し
て
会
合
し
た
万
国
郵
便
連
合
加
盟
国
の
政
府
の
全
権
委
員
は
、
千
九
百
六
十
四
年

七
月
十
日
に
ウ
ィ
ー
ン
で
作
成
さ
れ
た
万
国
郵
便
連
合
憲
章
第
二
十
二
条
２
の
規
定
に
鑑
み
、
合
意
に
よ
り
、
か
つ
、
同
憲
章

第
二
十
五
条
４
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
一
般
規
則
に
対
す
る
次
の
改
正
を
採
択
し
た
。

第
一
条

一
般
規
則
第
百
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
三
条

大
会
議
の
権
限

１

大
会
議
は
、
加
盟
国
、
管
理
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
行
う
。

万
国
郵
便
連
合
憲
章
前
文
及
び
第
一
条
に
規
定
す
る
連
合
の
任
務
及
び
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
一
般
的
政
策
を
決

1.1
定
す
る
こ
と
。

万
国
郵
便
連
合
憲
章
第
二
十
九
条
及
び
こ
の
一
般
規
則
第
百
三
十
八
条
の
規
定
に
従
っ
て
加
盟
国
及
び
両
理
事
会
か

1.2
ら
提
出
さ
れ
る
同
憲
章
、
こ
の
一
般
規
則
、
万
国
郵
便
条
約
及
び
約
定
に
関
す
る
改
正
案
を
検
討
し
、
及
び
適
当
な
場



二

合
に
は
採
択
す
る
こ
と
。

連
合
の
文
書
の
効
力
発
生
の
日
を
定
め
る
こ
と
。

1.3

大
会
議
内
部
規
則
及
び
そ
の
改
正
を
採
択
す
る
こ
と
。

1.4

管
理
理
事
会
、
郵
便
業
務
理
事
会
及
び
諮
問
委
員
会
が
、
前
回
の
大
会
議
か
ら
の
期
間
の
自
己
の
活
動
に
関
し
て
第

1.5
百
十
一
条
、
第
百
十
七
条
及
び
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
包
括
的
な
報
告
書
を
検
討
す
る

こ
と
。

連
合
の
戦
略
を
採
択
す
る
こ
と
。

1.6
の
二

万
国
郵
便
連
合
の
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
を
承
認
す
る
こ
と
。

1.6

万
国
郵
便
連
合
憲
章
第
二
十
一
条
の
規
定
に
従
い
、
連
合
の
経
費
の
最
高
限
度
額
を
定
め
る
こ
と
。

1.7

管
理
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
議
席
を
占
め
る
加
盟
国
を
選
出
す
る
こ
と
。

1.8

国
際
事
務
局
長
及
び
国
際
事
務
局
次
長
を
選
出
す
る
こ
と
。

1.9

ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
及
び
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
連
合
の
負
担
す
る
費
用
の
最

1.10
高
限
度
額
を
決
議
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
。



三

合
に
は
採
択
す
る
こ
と
。

連
合
の
文
書
の
効
力
発
生
の
日
を
定
め
る
こ
と
。

1.3

大
会
議
内
部
規
則
及
び
そ
の
改
正
を
採
択
す
る
こ
と
。

1.4

管
理
理
事
会
、
郵
便
業
務
理
事
会
及
び
諮
問
委
員
会
が
、
前
回
の
大
会
議
か
ら
の
期
間
の
自
己
の
活
動
に
関
し
て
第

1.5
百
十
一
条
、
第
百
十
七
条
及
び
第
百
二
十
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
提
出
し
た
包
括
的
な
報
告
書
を
検
討
す
る

こ
と
。

連
合
の
戦
略
を
採
択
す
る
こ
と
。

1.6
の
二

万
国
郵
便
連
合
の
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
を
承
認
す
る
こ
と
。

1.6

万
国
郵
便
連
合
憲
章
第
二
十
一
条
の
規
定
に
従
い
、
連
合
の
経
費
の
最
高
限
度
額
を
定
め
る
こ
と
。

1.7

管
理
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
議
席
を
占
め
る
加
盟
国
を
選
出
す
る
こ
と
。

1.8

国
際
事
務
局
長
及
び
国
際
事
務
局
次
長
を
選
出
す
る
こ
と
。

1.9

ド
イ
ツ
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
及
び
ロ
シ
ア
語
に
よ
る
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
連
合
の
負
担
す
る
費
用
の
最

1.10
高
限
度
額
を
決
議
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
。

２

大
会
議
は
、
連
合
の
最
高
機
関
と
し
て
、
郵
便
業
務
に
関
す
る
他
の
問
題
を
扱
う
。

第
二
条

一
般
規
則
第
百
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
六
条

管
理
理
事
会
の
構
成
及
び
運
営

１

管
理
理
事
会
は
、
四
十
一
の
理
事
国
か
ら
成
る
も
の
と
し
、
理
事
国
は
、
大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
そ
の
職
務
を

行
う
。

２

大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
は
、
当
然
に
議
長
国
と
な
る
。
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
が
議
長
国
と
な
る
権
利
を
放

棄
し
た
場
合
に
は
、
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
は
、
当
然
に
理
事
国
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
そ
の
属
す
る
地
理
的
集
団

は
、
追
加
の
一
議
席
を
有
す
る
。
こ
の
追
加
の
一
議
席
に
つ
い
て
は
、
３
の
制
限
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
は
、

管
理
理
事
会
は
、
大
会
議
を
開
催
す
る
加
盟
国
の
属
す
る
地
理
的
集
団
に
属
す
る
理
事
国
の
一
を
議
長
国
に
選
出
す
る
。

３

管
理
理
事
会
の
議
長
国
を
除
く
四
十
の
理
事
国
は
、
大
会
議
が
衡
平
な
地
理
的
配
分
に
基
づ
い
て
選
出
す
る
。
理
事
国

の
少
な
く
と
も
半
数
は
、
大
会
議
の
際
に
交
代
す
る
。
加
盟
国
は
、
理
事
国
と
し
て
連
続
し
て
三
回
の
大
会
議
に
よ
っ
て

選
出
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



四

４

管
理
理
事
会
の
各
理
事
国
は
、
当
該
理
事
国
の
代
表
者
を
指
名
す
る
。
管
理
理
事
会
の
理
事
国
は
、
同
理
事
会
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

５

管
理
理
事
会
の
理
事
国
の
職
務
は
、
無
報
酬
と
す
る
。
同
理
事
会
の
運
営
費
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。

第
三
条

一
般
規
則
第
百
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条

郵
便
業
務
理
事
会
の
構
成
及
び
運
営

１

郵
便
業
務
理
事
会
は
、
四
十
の
理
事
国
か
ら
成
る
も
の
と
し
、
理
事
国
は
、
大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
そ
の
職
務

を
行
う
。

２

郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
は
、
大
会
議
が
一
定
の
地
理
的
配
分
に
基
づ
い
て
選
出
す
る
。
開
発
途
上
国
で
あ
る
加
盟

国
に
二
十
四
の
議
席
及
び
先
進
国
で
あ
る
加
盟
国
に
十
六
の
議
席
が
確
保
さ
れ
る
。
理
事
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一

は
、
大
会
議
の
際
に
交
代
す
る
。

３

郵
便
業
務
理
事
会
の
各
理
事
国
は
、
当
該
理
事
国
の
代
表
者
を
指
名
す
る
。
郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
は
、
同
理
事

会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。



五

４

管
理
理
事
会
の
各
理
事
国
は
、
当
該
理
事
国
の
代
表
者
を
指
名
す
る
。
管
理
理
事
会
の
理
事
国
は
、
同
理
事
会
の
活
動

に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

５

管
理
理
事
会
の
理
事
国
の
職
務
は
、
無
報
酬
と
す
る
。
同
理
事
会
の
運
営
費
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。

第
三
条

一
般
規
則
第
百
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
二
条

郵
便
業
務
理
事
会
の
構
成
及
び
運
営

１

郵
便
業
務
理
事
会
は
、
四
十
の
理
事
国
か
ら
成
る
も
の
と
し
、
理
事
国
は
、
大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
そ
の
職
務

を
行
う
。

２

郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
は
、
大
会
議
が
一
定
の
地
理
的
配
分
に
基
づ
い
て
選
出
す
る
。
開
発
途
上
国
で
あ
る
加
盟

国
に
二
十
四
の
議
席
及
び
先
進
国
で
あ
る
加
盟
国
に
十
六
の
議
席
が
確
保
さ
れ
る
。
理
事
国
の
少
な
く
と
も
三
分
の
一

は
、
大
会
議
の
際
に
交
代
す
る
。

３

郵
便
業
務
理
事
会
の
各
理
事
国
は
、
当
該
理
事
国
の
代
表
者
を
指
名
す
る
。
郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
は
、
同
理
事

会
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。

４

郵
便
業
務
理
事
会
の
運
営
費
は
、
連
合
が
負
担
す
る
。
理
事
国
は
、
報
酬
を
受
け
な
い
。

第
四
条

一
般
規
則
第
百
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
三
条

郵
便
業
務
理
事
会
の
権
限

１

郵
便
業
務
理
事
会
は
、
次
の
権
限
を
有
す
る
。

国
際
郵
便
業
務
の
発
展
及
び
改
善
の
た
め
の
実
際
的
な
措
置
を
調
整
す
る
こ
と
。

1.1

管
理
理
事
会
の
権
限
の
範
囲
内
で
同
理
事
会
が
承
認
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
国
際
郵
便
業
務
の
質
を
維
持
し
、

1.2
及
び
向
上
さ
せ
、
並
び
に
当
該
業
務
を
近
代
化
す
る
た
め
に
必
要
と
認
め
る
活
動
を
行
う
こ
と
。

そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
加
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
と
接
触
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
こ
と
。

1.3

加
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
に
関
係
の
あ
る
技
術
、
業
務
、
経
済
及
び
職
業
訓
練
の
分
野
に
お
い
て
加
盟

1.4
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
の
経
験
及
び
成
果
を
研
究
し
、
及
び
普
及
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
。管

理
理
事
会
と
合
意
の
上
、
全
て
の
加
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
、
特
に
開
発
途
上
に
あ
る
新
た
な
国
及

1.5



六

び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
と
の
技
術
協
力
の
分
野
に
お
い
て
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
、
管
理
理
事
会
又
は
加
盟
国
若
し
く
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
か
ら
提
出
さ
れ
る
他

1.6
の
全
て
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
。

諮
問
委
員
会
の
報
告
書
及
び
勧
告
を
受
領
し
、
及
び
討
議
し
、
並
び
に
問
題
が
郵
便
業
務
理
事
会
に
関
係
す
る
場
合

1.7
に
は
諮
問
委
員
会
の
勧
告
を
大
会
議
に
提
出
す
る
た
め
に
検
討
し
、
及
び
意
見
を
付
す
る
こ
と
。

諮
問
委
員
会
の
委
員
と
な
る
理
事
国
を
指
定
す
る
こ
と
。

1.8

財
政
的
影
響
が
大
き
い
問
題
（
料
金
、
到
着
料
、
継
越
料
、
郵
便
物
の
航
空
運
送
の
基
本
料
金
率
、
小
包
郵
便
物
の

1.9
割
当
料
金
及
び
外
国
に
お
け
る
通
常
郵
便
物
の
差
出
し
）
を
含
む
全
て
の
加
盟
国
又
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
が
関

心
を
有
す
る
業
務
上
、
営
業
上
、
技
術
上
、
経
済
上
及
び
技
術
協
力
上
の
最
も
重
要
な
問
題
を
研
究
し
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
関
す
る
情
報
及
び
意
見
を
ま
と
め
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
。

大
会
議
に
提
出
す
る
連
合
の
戦
略
案
及
び
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
の
策
定
の
た
め
に
必
要
な
資
料
を
管
理
理
事
会

1.10
に
提
供
す
る
こ
と
。

加
盟
国
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
及
び
開
発
途
上
に
あ
る
新
た
な
国
に
関
係
の
あ
る
教
育
上
及
び
職
業
訓
練
上
の

1.11



七

び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
と
の
技
術
協
力
の
分
野
に
お
い
て
適
当
な
措
置
を
と
る
こ
と
。

郵
便
業
務
理
事
会
の
理
事
国
、
管
理
理
事
会
又
は
加
盟
国
若
し
く
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
か
ら
提
出
さ
れ
る
他

1.6
の
全
て
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
。

諮
問
委
員
会
の
報
告
書
及
び
勧
告
を
受
領
し
、
及
び
討
議
し
、
並
び
に
問
題
が
郵
便
業
務
理
事
会
に
関
係
す
る
場
合

1.7
に
は
諮
問
委
員
会
の
勧
告
を
大
会
議
に
提
出
す
る
た
め
に
検
討
し
、
及
び
意
見
を
付
す
る
こ
と
。

諮
問
委
員
会
の
委
員
と
な
る
理
事
国
を
指
定
す
る
こ
と
。

1.8

財
政
的
影
響
が
大
き
い
問
題
（
料
金
、
到
着
料
、
継
越
料
、
郵
便
物
の
航
空
運
送
の
基
本
料
金
率
、
小
包
郵
便
物
の

1.9
割
当
料
金
及
び
外
国
に
お
け
る
通
常
郵
便
物
の
差
出
し
）
を
含
む
全
て
の
加
盟
国
又
は
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
が
関

心
を
有
す
る
業
務
上
、
営
業
上
、
技
術
上
、
経
済
上
及
び
技
術
協
力
上
の
最
も
重
要
な
問
題
を
研
究
し
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
関
す
る
情
報
及
び
意
見
を
ま
と
め
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
と
る
べ
き
措
置
を
勧
告
す
る
こ
と
。

大
会
議
に
提
出
す
る
連
合
の
戦
略
案
及
び
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
の
策
定
の
た
め
に
必
要
な
資
料
を
管
理
理
事
会

1.10
に
提
供
す
る
こ
と
。

加
盟
国
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
及
び
開
発
途
上
に
あ
る
新
た
な
国
に
関
係
の
あ
る
教
育
上
及
び
職
業
訓
練
上
の

1.11
問
題
を
研
究
す
る
こ
と
。

開
発
途
上
に
あ
る
新
た
な
国
の
現
状
及
び
ニ
ー
ズ
を
研
究
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
国
に
お
け
る
郵
便
業
務
の
改
善
の

1.12
方
法
及
び
手
段
に
つ
い
て
適
切
な
勧
告
を
作
成
す
る
こ
と
。

大
会
議
が
別
段
の
決
定
を
行
わ
な
い
限
り
、
大
会
議
の
終
了
後
六
箇
月
以
内
に
連
合
の
施
行
規
則
を
改
正
す
る
こ

1.13
と
。
郵
便
業
務
理
事
会
は
、
ま
た
、
他
の
会
期
に
お
い
て
連
合
の
施
行
規
則
を
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
の

場
合
に
お
い
て
も
、
同
理
事
会
は
、
基
本
的
な
政
策
及
び
原
則
に
関
す
る
管
理
理
事
会
の
指
針
に
従
う
。

議
案
を
作
成
す
る
こ
と
。
当
該
議
案
は
、
大
会
議
に
対
し
、
又
は
第
百
四
十
条
の
規
定
に
従
っ
て
加
盟
国
に
対
し
、

1.14
そ
の
承
認
を
得
る
た
め
に
提
出
す
る
。
当
該
議
案
が
管
理
理
事
会
の
権
限
に
属
す
る
問
題
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
、
同
理
事
会
の
承
認
を
必
要
と
す
る
。

い
ず
れ
か
の
加
盟
国
が
第
百
三
十
九
条
の
規
定
に
従
っ
て
国
際
事
務
局
に
送
付
す
る
議
案
を
当
該
い
ず
れ
か
の
加
盟

1.15
国
の
請
求
に
応
じ
て
検
討
す
る
こ
と
、
当
該
議
案
に
関
す
る
意
見
書
を
作
成
す
る
こ
と
及
び
加
盟
国
の
承
認
を
得
る
た

め
当
該
議
案
を
提
出
す
る
の
に
先
立
ち
、
同
事
務
局
に
当
該
議
案
の
附
属
と
し
て
当
該
意
見
書
を
添
付
さ
せ
る
こ
と
。

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
場
合
に
よ
り
管
理
理
事
会
の
承
認
を
得
て
、
及
び
全
て
の
加
盟
国
と
協
議
の
上
、
大
会
議
が

1.16



八

決
定
す
る
ま
で
の
間
規
則
を
定
め
、
又
は
新
た
な
方
法
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

技
術
、
業
務
そ
の
他
そ
の
権
限
内
の
分
野
に
お
い
て
統
一
的
な
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
基
準
を
加

1.17
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
に
対
す
る
勧
告
と
し
て
作
成
し
、
提
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
郵
便
業
務
理
事
会

は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
既
に
作
成
し
た
基
準
の
変
更
を
提
示
す
る
。

第
百
五
十
二
条
の
規
定
に
従
い
、
利
用
者
の
資
金
提
供
に
よ
る
補
助
機
関
の
組
織
の
た
め
の
枠
組
み
を
定
め
、
及
び

1.18
当
該
組
織
を
承
認
す
る
こ
と
。

利
用
者
の
資
金
提
供
に
よ
る
補
助
機
関
か
ら
毎
年
送
付
さ
れ
る
報
告
書
を
受
領
し
、
及
び
審
査
す
る
こ
と
。

1.19

第
五
条

一
般
規
則
第
百
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条

諮
問
委
員
会
の
構
成

１

諮
問
委
員
会
は
、
次
の
も
の
か
ら
成
る
。

利
用
者
、
配
達
業
務
提
供
者
、
労
働
者
団
体
並
び
に
郵
便
業
務
分
野
へ
の
物
品
及
び
業
務
の
提
供
者
を
代
表
す
る
非

1.1
政
府
機
関
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
個
人
の
組
織
並
び
に
連
合
の
任
務
及
び
目
標
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
に
関
心
を



九

決
定
す
る
ま
で
の
間
規
則
を
定
め
、
又
は
新
た
な
方
法
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

技
術
、
業
務
そ
の
他
そ
の
権
限
内
の
分
野
に
お
い
て
統
一
的
な
実
施
が
不
可
欠
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
の
基
準
を
加

1.17
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
に
対
す
る
勧
告
と
し
て
作
成
し
、
提
示
す
る
こ
と
。
ま
た
、
郵
便
業
務
理
事
会

は
、
必
要
な
場
合
に
は
、
既
に
作
成
し
た
基
準
の
変
更
を
提
示
す
る
。

第
百
五
十
二
条
の
規
定
に
従
い
、
利
用
者
の
資
金
提
供
に
よ
る
補
助
機
関
の
組
織
の
た
め
の
枠
組
み
を
定
め
、
及
び

1.18
当
該
組
織
を
承
認
す
る
こ
と
。

利
用
者
の
資
金
提
供
に
よ
る
補
助
機
関
か
ら
毎
年
送
付
さ
れ
る
報
告
書
を
受
領
し
、
及
び
審
査
す
る
こ
と
。

1.19

第
五
条

一
般
規
則
第
百
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
十
九
条

諮
問
委
員
会
の
構
成

１

諮
問
委
員
会
は
、
次
の
も
の
か
ら
成
る
。

利
用
者
、
配
達
業
務
提
供
者
、
労
働
者
団
体
並
び
に
郵
便
業
務
分
野
へ
の
物
品
及
び
業
務
の
提
供
者
を
代
表
す
る
非

1.1
政
府
機
関
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
個
人
の
組
織
並
び
に
連
合
の
任
務
及
び
目
標
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
に
関
心
を

有
す
る
企
業

の
二

加
盟
国
又
は
連
合
の
機
関
（
諮
問
委
員
会
を
含
む
。
）
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
郵
便
分
野
の
高
名
な
人
物

1.1
の
三

市
民
社
会
団
体
（
地
域
の
郵
便
の
団
体
、
非
政
府
の
国
際
郵
便
の
団
体
、
標
準
化
に
係
る
団
体
並
び
に
金
融
及

1.1
び
開
発
に
係
る
団
体
）
の
う
ち
、

に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の

1.1

管
理
理
事
会
が
自
己
の
理
事
国
の
中
か
ら
指
定
す
る
委
員

1.2

郵
便
業
務
理
事
会
が
自
己
の
理
事
国
の
中
か
ら
指
定
す
る
委
員

1.3
１
の
二

１
に
規
定
す
る
非
政
府
機
関
、
組
織
、
企
業
及
び
市
民
社
会
団
体
が
登
録
さ
れ
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
の
加
盟

国
に
お
い
て
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

諮
問
委
員
会
の
運
営
費
は
、
管
理
理
事
会
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
連
合
及
び
同
委
員
会
の
委
員
が
分
担
す
る
。

３

諮
問
委
員
会
の
委
員
は
、
い
か
な
る
報
酬
も
受
け
な
い
。

第
六
条

一
般
規
則
第
百
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
二
十
七
条

国
際
事
務
局
長
の
権
限



一
〇

１

国
際
事
務
局
長
は
、
国
際
事
務
局
を
組
織
し
、
管
理
し
、
及
び
統
括
し
、
並
び
に
こ
れ
を
法
的
に
代
表
す
る
。

２

職
の
分
類
、
任
命
及
び
昇
級
に
関
し
、

国
際
事
務
局
長
は
、
Ｇ
１
か
ら
Ｄ
２
ま
で
の
等
級
の
職
を
分
類
し
、
か
つ
、
職
員
を
こ
れ
ら
の
等
級
に
任
命
し
、
及

2.1
び
昇
級
さ
せ
る
権
限
を
有
す
る
。

国
際
事
務
局
長
は
、
Ｐ
１
か
ら
Ｄ
２
ま
で
の
等
級
へ
の
職
員
の
任
命
に
当
た
り
、
加
盟
国
が
推
薦
し
た
当
該
加
盟
国

2.2
の
国
籍
を
有
し
、
又
は
当
該
加
盟
国
に
お
い
て
職
業
活
動
に
従
事
す
る
候
補
者
の
職
務
上
の
適
格
性
を
考
慮
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
国
際
事
務
局
長
は
、
大
陸
間
の
衡
平
な
地
理
的
配
分
及
び
言
語
を
考
慮
す
る
。
Ｄ
２
の
等
級
の
職

は
、
国
際
事
務
局
の
能
率
に
最
大
の
注
意
を
払
い
、
で
き
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
地
域
で
あ
っ
て
国
際
事
務
局
長

及
び
国
際
事
務
局
次
長
の
出
身
地
域
以
外
の
地
域
か
ら
の
候
補
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
特
別
な
資
格

を
必
要
と
す
る
職
の
場
合
に
は
、
国
際
事
務
局
長
は
、
外
部
に
対
し
募
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
国
際
事
務
局
長
は
、
新
し
い
職
員
の
任
命
に
当
た
り
、
Ｄ
２
、
Ｄ
１
及
び
Ｐ
５
の
等
級
の
地
位
を
占
め
る
者

2.3
が
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
加
盟
国
の
国
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

国
際
事
務
局
の
職
員
の
Ｄ
２
、
Ｄ
１
及
び
Ｐ
５
の
等
級
へ
の
昇
級
に
つ
い
て
は
、
国
際
事
務
局
長
は
、

に
規
定
す

2.4

2.3



一
一

１

国
際
事
務
局
長
は
、
国
際
事
務
局
を
組
織
し
、
管
理
し
、
及
び
統
括
し
、
並
び
に
こ
れ
を
法
的
に
代
表
す
る
。

２

職
の
分
類
、
任
命
及
び
昇
級
に
関
し
、

国
際
事
務
局
長
は
、
Ｇ
１
か
ら
Ｄ
２
ま
で
の
等
級
の
職
を
分
類
し
、
か
つ
、
職
員
を
こ
れ
ら
の
等
級
に
任
命
し
、
及

2.1
び
昇
級
さ
せ
る
権
限
を
有
す
る
。

国
際
事
務
局
長
は
、
Ｐ
１
か
ら
Ｄ
２
ま
で
の
等
級
へ
の
職
員
の
任
命
に
当
た
り
、
加
盟
国
が
推
薦
し
た
当
該
加
盟
国

2.2
の
国
籍
を
有
し
、
又
は
当
該
加
盟
国
に
お
い
て
職
業
活
動
に
従
事
す
る
候
補
者
の
職
務
上
の
適
格
性
を
考
慮
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
国
際
事
務
局
長
は
、
大
陸
間
の
衡
平
な
地
理
的
配
分
及
び
言
語
を
考
慮
す
る
。
Ｄ
２
の
等
級
の
職

は
、
国
際
事
務
局
の
能
率
に
最
大
の
注
意
を
払
い
、
で
き
る
限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
地
域
で
あ
っ
て
国
際
事
務
局
長

及
び
国
際
事
務
局
次
長
の
出
身
地
域
以
外
の
地
域
か
ら
の
候
補
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
特
別
な
資
格

を
必
要
と
す
る
職
の
場
合
に
は
、
国
際
事
務
局
長
は
、
外
部
に
対
し
募
集
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
国
際
事
務
局
長
は
、
新
し
い
職
員
の
任
命
に
当
た
り
、
Ｄ
２
、
Ｄ
１
及
び
Ｐ
５
の
等
級
の
地
位
を
占
め
る
者

2.3
が
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
加
盟
国
の
国
民
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

国
際
事
務
局
の
職
員
の
Ｄ
２
、
Ｄ
１
及
び
Ｐ
５
の
等
級
へ
の
昇
級
に
つ
い
て
は
、
国
際
事
務
局
長
は
、

に
規
定
す

2.4

2.3

る
原
則
と
同
様
の
原
則
を
適
用
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

採
用
の
過
程
に
お
い
て
は
、
衡
平
な
地
理
的
配
分
及
び
言
語
を
考
慮
す
る
こ
と
の
要
請
よ
り
も
能
力
を
優
先
す
る
。

2.5

国
際
事
務
局
長
は
、
職
員
の
Ｐ
４
か
ら
Ｄ
２
ま
で
の
等
級
へ
の
任
命
及
び
昇
級
に
つ
き
、
一
年
に
一
回
、
管
理
理
事

2.6
会
に
通
報
す
る
。

３

さ
ら
に
、
国
際
事
務
局
長
は
、
次
の
権
限
を
有
す
る
。

連
合
の
文
書
の
寄
託
者
と
し
て
並
び
に
連
合
へ
の
加
入
及
び
加
盟
並
び
に
連
合
か
ら
の
脱
退
の
手
続
に
お
い
て
仲
介

3.1
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
。

大
会
議
に
お
い
て
行
わ
れ
た
決
定
を
全
て
の
加
盟
国
政
府
に
通
報
す
る
こ
と
。

3.2

郵
便
業
務
理
事
会
が
定
め
、
又
は
改
正
し
た
施
行
規
則
を
全
て
の
加
盟
国
及
び
そ
の
指
定
さ
れ
た
事
業
体
に
通
報
す

3.3
る
こ
と
。

連
合
の
必
要
と
両
立
す
る
で
き
る
限
り
低
額
の
水
準
で
連
合
の
年
次
予
算
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
適
当
な
時
期
に
管

3.4
理
理
事
会
の
審
査
に
付
す
る
こ
と
及
び
同
理
事
会
の
承
認
を
得
た
予
算
を
加
盟
国
に
通
報
し
、
こ
れ
を
執
行
す
る
こ

と
。



一
二

連
合
の
機
関
が
要
請
す
る
特
定
の
活
動
及
び
連
合
の
文
書
に
定
め
る
特
定
の
活
動
を
行
う
こ
と
。

3.5

策
定
さ
れ
た
政
策
及
び
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
金
の
範
囲
内
で
、
連
合
の
機
関
が
定
め
る
目
標
を
達
成
す
る
た

3.6
め
に
措
置
を
と
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
又
は
郵
便
業
務
理
事
会
に
対
し
、
意
見
及
び
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
。

3.7

大
会
議
の
終
了
後
、
郵
便
業
務
理
事
会
内
部
規
則
に
従
っ
て
、
大
会
議
の
決
定
の
結
果
必
要
と
な
る
施
行
規
則
の
改

3.8
正
に
関
す
る
議
案
を
郵
便
業
務
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
の
た
め
に
、
同
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
指
示
に
基
づ
き
、
大
会
議
に
提
出
す
る
連
合
の
戦
略

3.9
案
及
び
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
の
承
認
を
得
る
た
め
、
前
回
の
大
会
議
で
承
認
さ
れ
た
連
合
の
戦
略
に
関
す
る
加
盟
国
の
実
施
状
況
に

3.10
つ
い
て
の
四
年
ご
と
の
報
告
書
で
あ
っ
て
次
回
の
大
会
議
に
提
出
さ
れ
る
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
。

連
合
を
代
表
す
る
こ
と
。

3.11

次
の
者
の
間
の
関
係
に
お
い
て
仲
介
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
。

3.12

万
国
郵
便
連
合
と
限
定
連
合
と
の
間

3.12.1



一
三

連
合
の
機
関
が
要
請
す
る
特
定
の
活
動
及
び
連
合
の
文
書
に
定
め
る
特
定
の
活
動
を
行
う
こ
と
。

3.5

策
定
さ
れ
た
政
策
及
び
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
金
の
範
囲
内
で
、
連
合
の
機
関
が
定
め
る
目
標
を
達
成
す
る
た

3.6
め
に
措
置
を
と
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
又
は
郵
便
業
務
理
事
会
に
対
し
、
意
見
及
び
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
。

3.7

大
会
議
の
終
了
後
、
郵
便
業
務
理
事
会
内
部
規
則
に
従
っ
て
、
大
会
議
の
決
定
の
結
果
必
要
と
な
る
施
行
規
則
の
改

3.8
正
に
関
す
る
議
案
を
郵
便
業
務
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
の
た
め
に
、
同
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
指
示
に
基
づ
き
、
大
会
議
に
提
出
す
る
連
合
の
戦
略

3.9
案
及
び
四
年
ご
と
の
事
業
計
画
案
を
作
成
す
る
こ
と
。

管
理
理
事
会
の
承
認
を
得
る
た
め
、
前
回
の
大
会
議
で
承
認
さ
れ
た
連
合
の
戦
略
に
関
す
る
加
盟
国
の
実
施
状
況
に

3.10
つ
い
て
の
四
年
ご
と
の
報
告
書
で
あ
っ
て
次
回
の
大
会
議
に
提
出
さ
れ
る
も
の
を
作
成
す
る
こ
と
。

連
合
を
代
表
す
る
こ
と
。

3.11

次
の
者
の
間
の
関
係
に
お
い
て
仲
介
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
。

3.12

万
国
郵
便
連
合
と
限
定
連
合
と
の
間

3.12.1

万
国
郵
便
連
合
と
国
際
連
合
と
の
間

3.12.2

万
国
郵
便
連
合
と
連
合
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
国
際
機
関
と
の
間

3.12.3

万
国
郵
便
連
合
と
、
連
合
の
機
関
が
当
該
機
関
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
又
は
そ
の
活
動
に
参
加
さ
せ
る

3.12.4
こ
と
を
希
望
す
る
国
際
機
関
、
団
体
又
は
企
業
と
の
間

連
合
の
機
関
の
事
務
局
長
の
職
務
を
行
い
、
当
該
事
務
局
長
の
資
格
に
お
い
て
、
こ
の
一
般
規
則
の
特
別
の
規
定
を

3.13
考
慮
に
入
れ
た
上
で
特
に
次
の
事
項
を
監
督
す
る
こ
と
。

連
合
の
機
関
の
活
動
の
準
備
及
び
組
織

3.13.1

書
類
、
報
告
書
及
び
議
事
録
の
準
備
、
作
成
及
び
配
布

3.13.2

連
合
の
機
関
の
会
合
に
お
け
る
当
該
機
関
の
事
務
局
の
運
営

3.13.3
連
合
の
機
関
の
会
合
に
出
席
し
、
投
票
権
な
し
で
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
。
も
っ
と
も
、
代
理
を
出
す
こ
と
が
で
き

3.14
る
。第

七
条

一
般
規
則
第
百
三
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



一
四

第
百
三
十
条

連
合
の
機
関
の
書
類
の
準
備
及
び
配
布

１

国
際
事
務
局
は
、
遅
く
と
も
各
会
期
の
二
箇
月
前
に
、
第
百
五
十
五
条
に
定
め
る
言
語
で
発
行
さ
れ
る
全
て
の
書
類
を

準
備
す
る
も
の
と
し
、
万
国
郵
便
連
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
利
用
可
能
と
す
る
。
同
事
務
局
は
、
ま
た
、
特
に
設
け
ら

れ
た
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
新
た
な
電
子
的
な
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
も
万
国
郵
便
連
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
通
知
す
る
。

２

さ
ら
に
、
国
際
事
務
局
は
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
連
合
の
刊
行
物
（
同
事
務
局
の
回

章
並
び
に
管
理
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
議
事
概
要
等
）
の
物
理
的
方
式
に
よ
る
配
布
を
行
う
。

第
八
条

一
般
規
則
第
百
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
三
十
八
条

大
会
議
へ
の
議
案
の
提
出
の
手
続

１

加
盟
国
に
よ
る
大
会
議
へ
の
全
て
の
種
類
の
議
案
の
提
出
は
、
２
及
び
５
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

次
の
手
続
に
よ
る
。

大
会
議
の
開
会
日
の
六
箇
月
前
ま
で
に
国
際
事
務
局
に
到
着
す
る
議
案
は
、
受
理
さ
れ
る
。

1.1



一
五

第
百
三
十
条

連
合
の
機
関
の
書
類
の
準
備
及
び
配
布

１

国
際
事
務
局
は
、
遅
く
と
も
各
会
期
の
二
箇
月
前
に
、
第
百
五
十
五
条
に
定
め
る
言
語
で
発
行
さ
れ
る
全
て
の
書
類
を

準
備
す
る
も
の
と
し
、
万
国
郵
便
連
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
利
用
可
能
と
す
る
。
同
事
務
局
は
、
ま
た
、
特
に
設
け
ら

れ
た
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
、
新
た
な
電
子
的
な
書
類
の
発
行
に
つ
い
て
も
万
国
郵
便
連
合
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
通
知
す
る
。

２

さ
ら
に
、
国
際
事
務
局
は
、
い
ず
れ
か
の
加
盟
国
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
、
連
合
の
刊
行
物
（
同
事
務
局
の
回

章
並
び
に
管
理
理
事
会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
議
事
概
要
等
）
の
物
理
的
方
式
に
よ
る
配
布
を
行
う
。

第
八
条

一
般
規
則
第
百
三
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
三
十
八
条

大
会
議
へ
の
議
案
の
提
出
の
手
続

１

加
盟
国
に
よ
る
大
会
議
へ
の
全
て
の
種
類
の
議
案
の
提
出
は
、
２
及
び
５
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

次
の
手
続
に
よ
る
。

大
会
議
の
開
会
日
の
六
箇
月
前
ま
で
に
国
際
事
務
局
に
到
着
す
る
議
案
は
、
受
理
さ
れ
る
。

1.1

編
集
上
の
議
案
は
、
大
会
議
の
開
会
日
に
先
立
つ
六
箇
月
の
期
間
は
、
受
理
さ
れ
な
い
。

1.2

実
質
的
な
議
案
で
あ
っ
て
大
会
議
の
開
会
日
の
六
箇
月
前
か
ら
四
箇
月
前
ま
で
の
期
間
に
国
際
事
務
局
に
到
着
す
る

1.3
も
の
は
、
少
な
く
と
も
他
の
二
の
加
盟
国
の
支
持
が
な
い
限
り
、
受
理
さ
れ
な
い
。

実
質
的
な
議
案
で
あ
っ
て
大
会
議
の
開
会
日
に
先
立
つ
四
箇
月
前
か
ら
二
箇
月
前
ま
で
の
期
間
に
国
際
事
務
局
に
到

1.4
着
す
る
も
の
は
、
少
な
く
と
も
他
の
八
の
加
盟
国
の
支
持
が
な
い
限
り
、
受
理
さ
れ
な
い
。
そ
の
後
到
着
す
る
議
案

は
、
受
理
さ
れ
な
い
。

議
案
に
対
す
る
支
持
の
通
告
は
、
当
該
議
案
に
係
る
期
間
と
同
一
の
期
間
内
に
国
際
事
務
局
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な

1.5
ら
な
い
。

２

万
国
郵
便
連
合
憲
章
及
び
こ
の
一
般
規
則
に
関
す
る
議
案
は
、
大
会
議
の
開
会
の
六
箇
月
前
ま
で
に
国
際
事
務
局
に
到

着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
会
議
の
開
会
の
六
箇
月
前
か
ら
開
会
ま
で
の
間
に
到
着
す
る
議
案
は
、
当
該
議
案
を
審
査

す
る
こ
と
を
大
会
議
に
代
表
を
出
し
て
い
る
加
盟
国
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
大
会
議
が
決
定
し
な
い
限

り
、
か
つ
、
１
に
定
め
る
条
件
が
遵
守
さ
れ
な
い
限
り
、
審
査
の
対
象
と
さ
れ
な
い
。

３

各
議
案
は
、
原
則
と
し
て
一
の
目
的
の
み
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
目
的
に
か
な
っ
た
変
更
の
み
を
内
容
と
し
な
け
れ
ば



一
六

な
ら
な
い
。
ま
た
、
連
合
に
実
質
的
な
支
出
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
議
案
は
、
そ
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
決
定
す

る
た
め
に
、
当
該
議
案
を
提
出
す
る
加
盟
国
が
国
際
事
務
局
と
協
議
の
上
作
成
し
た
財
政
的
影
響
に
関
す
る
記
載
を
伴
う

も
の
と
す
る
。

４

編
集
上
の
議
案
に
は
、
こ
れ
を
提
出
す
る
加
盟
国
が
「Proposition

d'ordre
rédactionnel

」
の
記
載
を
そ
の
上
部

に
付
す
る
も
の
と
し
、
国
際
事
務
局
は
、
番
号
の
末
尾
に
Ｒ
の
文
字
を
付
し
て
こ
れ
を
発
行
す
る
。
当
該
記
載
の
な
い
議

案
で
あ
っ
て
同
事
務
局
が
編
集
上
の
問
題
に
の
み
関
す
る
議
案
と
認
め
る
も
の
は
、
適
当
な
注
を
付
し
て
発
行
す
る
。
同

事
務
局
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
の
表
を
大
会
議
の
た
め
に
作
成
す
る
。

５

１
及
び
４
に
定
め
る
手
続
は
、
大
会
議
内
部
規
則
に
関
す
る
議
案
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
九
条

一
般
規
則
第
百
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
三
十
八
条
の
二

前
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
を
修
正
す
る
た
め
の
手
続

１

既
に
提
出
さ
れ
た
議
案
（
管
理
理
事
会
又
は
郵
便
業
務
理
事
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
修

正
案
は
、
大
会
議
内
部
規
則
に
定
め
る
手
続
に
従
い
、
引
き
続
き
国
際
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



一
七

な
ら
な
い
。
ま
た
、
連
合
に
実
質
的
な
支
出
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
議
案
は
、
そ
の
実
施
に
必
要
な
資
金
を
決
定
す

る
た
め
に
、
当
該
議
案
を
提
出
す
る
加
盟
国
が
国
際
事
務
局
と
協
議
の
上
作
成
し
た
財
政
的
影
響
に
関
す
る
記
載
を
伴
う

も
の
と
す
る
。

４

編
集
上
の
議
案
に
は
、
こ
れ
を
提
出
す
る
加
盟
国
が
「Proposition

d'ordre
rédactionnel

」
の
記
載
を
そ
の
上
部

に
付
す
る
も
の
と
し
、
国
際
事
務
局
は
、
番
号
の
末
尾
に
Ｒ
の
文
字
を
付
し
て
こ
れ
を
発
行
す
る
。
当
該
記
載
の
な
い
議

案
で
あ
っ
て
同
事
務
局
が
編
集
上
の
問
題
に
の
み
関
す
る
議
案
と
認
め
る
も
の
は
、
適
当
な
注
を
付
し
て
発
行
す
る
。
同

事
務
局
は
、
こ
れ
ら
の
議
案
の
表
を
大
会
議
の
た
め
に
作
成
す
る
。

５

１
及
び
４
に
定
め
る
手
続
は
、
大
会
議
内
部
規
則
に
関
す
る
議
案
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
九
条

一
般
規
則
第
百
三
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
三
十
八
条
の
二

前
条
の
規
定
に
従
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
を
修
正
す
る
た
め
の
手
続

１

既
に
提
出
さ
れ
た
議
案
（
管
理
理
事
会
又
は
郵
便
業
務
理
事
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に
対
す
る
修

正
案
は
、
大
会
議
内
部
規
則
に
定
め
る
手
続
に
従
い
、
引
き
続
き
国
際
事
務
局
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

管
理
理
事
会
又
は
郵
便
業
務
理
事
会
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
に
対
す
る
修
正
案
は
、
遅
く
と
も
大
会
議
の
開
会
の

二
箇
月
前
に
国
際
事
務
局
に
到
着
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
は
、
加
盟
国
は
、
大
会
議
の
会
合
に
お
い
て
修
正
案

を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条

一
般
規
則
第
百
四
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
条

大
会
議
か
ら
大
会
議
ま
で
の
間
に
お
け
る
条
約
又
は
約
定
の
改
正
の
議
案
の
審
査

１

万
国
郵
便
条
約
及
び
約
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
最
終
議
定
書
に
関
す
る
議
案
は
、
次
の
手
続
に
付
す
る
。

い
ず
れ
か
の
加
盟
国
が
国
際
事
務
局
に
議
案
を
送
付
し
た
場
合
に
は
、
同
事
務
局
は
、
検
討
の
た
め
全
て
の
加
盟
国

に
当
該
議
案
を
送
付
す
る
。
加
盟
国
は
、
議
案
の
検
討
及
び
同
事
務
局
へ
の
意
見
の
送
付
の
た
め
、
四
十
五
日
の
期
間

を
与
え
ら
れ
る
。
修
正
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
四
十
五
日
の
期
間
が
満
了
し
た
後
、
同
事
務
局
は
、
受
領
し
た
全

て
の
意
見
を
加
盟
国
に
通
報
し
、
当
該
議
案
に
対
す
る
賛
否
を
表
明
す
る
よ
う
各
加
盟
国
に
要
請
す
る
。
四
十
五
日
の

期
間
内
に
賛
否
を
通
告
し
な
い
加
盟
国
は
、
棄
権
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
同
事
務
局
の
回
章

の
日
付
の
日
か
ら
起
算
す
る
。



一
八

２

議
案
が
い
ず
れ
か
の
約
定
又
は
そ
の
最
終
議
定
書
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
約
定
の
締
約
国
で
あ
る
加

盟
国
の
み
が
、
１
の
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

一
般
規
則
第
百
四
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
二
条

郵
便
業
務
理
事
会
に
よ
る
施
行
規
則
の
改
正

１

施
行
規
則
を
改
正
す
る
議
案
は
、
郵
便
業
務
理
事
会
が
取
り
扱
う
。

２

施
行
規
則
を
改
正
す
る
議
案
の
提
出
に
は
、
少
な
く
と
も
他
の
一
の
加
盟
国
に
よ
る
支
持
を
必
要
と
す
る
。

３

削
除第

十
二
条

一
般
規
則
第
百
四
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条

連
合
の
経
費
の
決
定

１

連
合
の
機
関
の
活
動
に
係
る
年
次
経
費
は
、
２
か
ら
６
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
二
千
十
七
年

か
ら
二
千
二
十
年
ま
で
の
各
年
に
つ
き
三
千
七
百
二
十
三
万
五
千
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
を
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
千
二



一
九

２

議
案
が
い
ず
れ
か
の
約
定
又
は
そ
の
最
終
議
定
書
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
約
定
の
締
約
国
で
あ
る
加

盟
国
の
み
が
、
１
の
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

一
般
規
則
第
百
四
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
二
条

郵
便
業
務
理
事
会
に
よ
る
施
行
規
則
の
改
正

１

施
行
規
則
を
改
正
す
る
議
案
は
、
郵
便
業
務
理
事
会
が
取
り
扱
う
。

２

施
行
規
則
を
改
正
す
る
議
案
の
提
出
に
は
、
少
な
く
と
も
他
の
一
の
加
盟
国
に
よ
る
支
持
を
必
要
と
す
る
。

３

削
除第

十
二
条

一
般
規
則
第
百
四
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
五
条

連
合
の
経
費
の
決
定

１

連
合
の
機
関
の
活
動
に
係
る
年
次
経
費
は
、
２
か
ら
６
ま
で
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
二
千
十
七
年

か
ら
二
千
二
十
年
ま
で
の
各
年
に
つ
き
三
千
七
百
二
十
三
万
五
千
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
を
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
二
千
二

十
年
に
予
定
さ
れ
る
大
会
議
が
延
期
さ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
年
次
経
費
の
最
高
限
度
額
は
、
同
年
よ
り
後
の
各
年
に
つ

い
て
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
。

２

次
回
の
大
会
議
の
開
催
に
係
る
経
費
（
事
務
局
の
要
す
る
旅
費
、
運
送
費
、
同
時
通
訳
装
置
に
係
る
費
用
、
大
会
議
の

期
間
に
お
け
る
書
類
の
作
成
費
等
）
は
、
二
百
九
十
万
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
の
最
高
限
度
額
を
超
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

管
理
理
事
会
は
、
国
際
連
合
が
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
お
い
て
勤
務
す
る
国
際
連
合
の
職
員
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
を
認
め

た
俸
給
額
、
年
金
掛
金
又
は
手
当
（
勤
務
地
手
当
を
含
む
。
）
の
引
上
げ
を
考
慮
し
て
、
１
及
び
２
に
定
め
る
最
高
限
度

額
の
超
過
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

管
理
理
事
会
は
、
ま
た
、
毎
年
、
ス
イ
ス
の
消
費
者
物
価
指
数
を
基
礎
と
し
て
、
職
員
に
関
す
る
経
費
以
外
の
経
費
の

額
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

１
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
管
理
理
事
会
（
特
に
緊
急
の
場
合
に
は
、
国
際
事
務
局
長
）
は
、
国
際
事
務
局
の
庁
舎
の

重
要
な
か
つ
予
期
す
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
修
理
の
費
用
を
支
払
う
た
め
、
定
め
ら
れ
た
最
高
限
度
額
の
超
過
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
超
過
額
は
、
一
年
に
つ
き
十
二
万
五
千
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

６

１
及
び
２
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
連
合
の
円
滑
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
に
十
分
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場



二
〇

合
に
は
、
加
盟
国
の
過
半
数
に
よ
る
議
決
で
承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
１
及
び
２
に
定
め
る
最
高
限
度
額
を
超

過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
超
過
を
必
要
と
す
る
事
由
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
際
に
十
分
な
説
明
を
行
う
。

第
十
三
条

一
般
規
則
第
百
四
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条

加
盟
国
の
分
担
金
に
関
す
る
規
則

１

連
合
に
加
入
し
、
又
は
連
合
員
と
し
て
加
盟
す
る
国
及
び
連
合
か
ら
脱
退
す
る
国
は
、
そ
の
加
入
、
加
盟
又
は
脱
退
が

効
力
を
生
ず
る
年
の
全
期
間
に
つ
い
て
自
国
の
分
担
金
を
支
払
う
。

２

加
盟
国
は
、
管
理
理
事
会
の
決
定
す
る
予
算
に
基
づ
き
、
連
合
の
年
次
経
費
に
対
す
る
自
国
の
分
担
金
を
あ
ら
か
じ

め
、
遅
く
と
も
当
該
予
算
の
関
係
す
る
会
計
年
度
の
初
日
ま
で
に
支
払
う
。
こ
の
期
限
を
経
過
し
た
後
は
、
未
払
金
額
に

つ
い
て
は
、
連
合
の
た
め
に
、
四
箇
月
目
か
ら
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
の
利
子
が
生
ず
る
。

３

加
盟
国
が
連
合
に
対
し
て
負
う
分
担
金
（
未
払
分
に
つ
き
生
ず
る
利
子
は
含
ま
な
い
。
）
の
滞
納
額
が
、
直
前
の
二
の

会
計
年
度
に
係
る
当
該
加
盟
国
の
分
担
金
の
額
に
等
し
い
か
又
は
こ
れ
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
加
盟
国
は
、
管
理
理

事
会
が
定
め
た
手
続
に
従
い
、
他
の
加
盟
国
に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
全
部
又
は
一
部
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
の
な
い
も



二
一

合
に
は
、
加
盟
国
の
過
半
数
に
よ
る
議
決
で
承
認
を
得
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
１
及
び
２
に
定
め
る
最
高
限
度
額
を
超

過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
超
過
を
必
要
と
す
る
事
由
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
際
に
十
分
な
説
明
を
行
う
。

第
十
三
条

一
般
規
則
第
百
四
十
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条

加
盟
国
の
分
担
金
に
関
す
る
規
則

１

連
合
に
加
入
し
、
又
は
連
合
員
と
し
て
加
盟
す
る
国
及
び
連
合
か
ら
脱
退
す
る
国
は
、
そ
の
加
入
、
加
盟
又
は
脱
退
が

効
力
を
生
ず
る
年
の
全
期
間
に
つ
い
て
自
国
の
分
担
金
を
支
払
う
。

２

加
盟
国
は
、
管
理
理
事
会
の
決
定
す
る
予
算
に
基
づ
き
、
連
合
の
年
次
経
費
に
対
す
る
自
国
の
分
担
金
を
あ
ら
か
じ

め
、
遅
く
と
も
当
該
予
算
の
関
係
す
る
会
計
年
度
の
初
日
ま
で
に
支
払
う
。
こ
の
期
限
を
経
過
し
た
後
は
、
未
払
金
額
に

つ
い
て
は
、
連
合
の
た
め
に
、
四
箇
月
目
か
ら
年
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
の
利
子
が
生
ず
る
。

３

加
盟
国
が
連
合
に
対
し
て
負
う
分
担
金
（
未
払
分
に
つ
き
生
ず
る
利
子
は
含
ま
な
い
。
）
の
滞
納
額
が
、
直
前
の
二
の

会
計
年
度
に
係
る
当
該
加
盟
国
の
分
担
金
の
額
に
等
し
い
か
又
は
こ
れ
を
超
え
る
場
合
に
は
、
当
該
加
盟
国
は
、
管
理
理

事
会
が
定
め
た
手
続
に
従
い
、
他
の
加
盟
国
に
対
し
て
有
す
る
債
権
の
全
部
又
は
一
部
を
再
び
取
り
戻
す
こ
と
の
な
い
も

の
と
し
て
連
合
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
債
権
の
譲
渡
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
当
該
加
盟
国
、
そ
の
債
務
国
及

び
債
権
国
並
び
に
連
合
の
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
。

４

法
的
な
理
由
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
３
に
規
定
す
る
譲
渡
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
加
盟
国
は
、
そ
の
滞
納
分
の
償
還

計
画
を
取
り
決
め
る
責
任
を
負
う
。

５

連
合
に
対
し
て
負
う
分
担
金
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な
状
況
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
滞
納
額
の
回
収
期
間
が
十
年

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

６

管
理
理
事
会
は
、
例
外
的
な
状
況
に
お
い
て
、
加
盟
国
が
未
払
の
元
金
全
額
を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払
う
べ
き
利

子
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

加
盟
国
は
、
管
理
理
事
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
滞
納
分
の
償
還
計
画
の
枠
内
で
、
既
に
生
じ
た
、
又
は
将
来
生
ず
る

利
子
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
最
長
十
年
の
合
意
さ
れ
る
期
間
内
に
お
い

て
償
還
計
画
を
完
全
に
か
つ
遅
滞
な
く
実
施
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。

８

３
か
ら
７
ま
で
の
規
定
は
、
国
際
事
務
局
が
言
語
集
団
に
属
す
る
加
盟
国
に
請
求
す
る
翻
訳
の
費
用
に
つ
い
て
準
用
す

る
。



二
二

９

国
際
事
務
局
は
、
請
求
書
を
そ
の
支
払
期
日
の
遅
く
と
も
三
箇
月
前
に
加
盟
国
に
送
付
す
る
。
請
求
書
の
原
本
は
、
関

係
す
る
加
盟
国
が
通
報
す
る
正
確
な
所
在
地
宛
て
に
送
付
さ
れ
る
。
請
求
書
の
電
子
的
な
写
し
は
、
事
前
の
通
報
又
は
注

意
の
喚
起
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
送
付
さ
れ
る
。

国
際
事
務
局
は
、
ま
た
、
特
定
の
請
求
書
に
係
る
延
滞
利
子
を
加
盟
国
に
課
す
る
ご
と
に
、
当
該
加
盟
国
が
そ
の
利
子

10
が
い
ず
れ
の
請
求
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
、
明
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。

第
十
四
条

一
般
規
則
第
百
四
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条

自
動
的
制
裁

１

第
百
四
十
六
条
３
に
規
定
す
る
譲
渡
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
加
盟
国
で
あ
っ
て
、
国
際
事
務
局
が
提
案
し
た
同
条
４

の
規
定
に
基
づ
く
償
還
計
画
の
提
出
に
同
意
せ
ず
、
又
は
償
還
計
画
を
実
施
し
な
い
も
の
は
、
大
会
議
並
び
に
管
理
理
事

会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
会
合
に
お
け
る
投
票
権
を
自
動
的
に
失
う
も
の
と
し
、
当
該
各
理
事
会
の
理
事
国
と
な
る
資

格
も
失
う
。

２

連
合
に
対
し
て
負
う
分
担
金
の
滞
納
に
関
し
、
関
係
す
る
加
盟
国
が
、
未
払
の
元
金
及
び
利
子
全
額
を
支
払
っ
た
と



二
三

９

国
際
事
務
局
は
、
請
求
書
を
そ
の
支
払
期
日
の
遅
く
と
も
三
箇
月
前
に
加
盟
国
に
送
付
す
る
。
請
求
書
の
原
本
は
、
関

係
す
る
加
盟
国
が
通
報
す
る
正
確
な
所
在
地
宛
て
に
送
付
さ
れ
る
。
請
求
書
の
電
子
的
な
写
し
は
、
事
前
の
通
報
又
は
注

意
の
喚
起
と
し
て
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
送
付
さ
れ
る
。

国
際
事
務
局
は
、
ま
た
、
特
定
の
請
求
書
に
係
る
延
滞
利
子
を
加
盟
国
に
課
す
る
ご
と
に
、
当
該
加
盟
国
が
そ
の
利
子

10
が
い
ず
れ
の
請
求
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
容
易
に
識
別
で
き
る
よ
う
、
明
確
な
情
報
を
提
供
す
る
。

第
十
四
条

一
般
規
則
第
百
四
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
四
十
九
条

自
動
的
制
裁

１

第
百
四
十
六
条
３
に
規
定
す
る
譲
渡
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
加
盟
国
で
あ
っ
て
、
国
際
事
務
局
が
提
案
し
た
同
条
４

の
規
定
に
基
づ
く
償
還
計
画
の
提
出
に
同
意
せ
ず
、
又
は
償
還
計
画
を
実
施
し
な
い
も
の
は
、
大
会
議
並
び
に
管
理
理
事

会
及
び
郵
便
業
務
理
事
会
の
会
合
に
お
け
る
投
票
権
を
自
動
的
に
失
う
も
の
と
し
、
当
該
各
理
事
会
の
理
事
国
と
な
る
資

格
も
失
う
。

２

連
合
に
対
し
て
負
う
分
担
金
の
滞
納
に
関
し
、
関
係
す
る
加
盟
国
が
、
未
払
の
元
金
及
び
利
子
全
額
を
支
払
っ
た
と

き
、
又
は
滞
納
分
の
償
還
計
画
を
提
出
す
る
こ
と
に
つ
き
連
合
と
合
意
し
た
と
き
は
、
自
動
的
制
裁
は
、
当
然
か
つ
直
ち

に
解
除
さ
れ
る
。

第
十
五
条

こ
の
追
加
議
定
書
の
効
力
発
生
及
び
有
効
期
間

こ
の
追
加
議
定
書
は
、
二
千
十
八
年
一
月
一
日
に
効
力
を
生
じ
、
無
期
限
に
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
加
盟
国
政
府
の
全
権
委
員
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
一
般
規
則
中
に
あ
る
場
合
と
同
一
の
効
力
及
び
同

一
の
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
追
加
議
定
書
を
作
成
し
、
国
際
事
務
局
長
に
寄
託
さ
れ
る
本
書
一
通
に
署
名
し
た
。
万

国
郵
便
連
合
国
際
事
務
局
は
、
そ
の
謄
本
一
通
を
各
締
約
国
に
送
付
す
る
。

二
千
十
六
年
十
月
六
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
作
成
し
た
。


